
6-1-2 数学Ⅰ連携 散布図・相関・相関係数

教材

相関

https://strnun.fool.jp/pov-ray_strnun/correl_hirei.xlsx

新体力テスト分析

https://strnun.fool.jp/pov-ray_strnun/spt_test.xlsx

https://strnun.fool.jp/pov-ray_strnun/correl_hirei.xlsx
https://strnun.fool.jp/pov-ray_strnun/correl_hirei.xlsx
https://strnun.fool.jp/pov-ray_strnun/spt_test.xlsx
https://strnun.fool.jp/pov-ray_strnun/spt_test.xlsx
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-2 11 -2 1

-1 15.5 -1 0.5

0 20 0 0

1 24.5 1 -0.5

2 29 2 -1

3 33.5 3 -1.5

4 38 4 -2

5 42.5 5 -2.5

相関係数 相関係数１ -１

1次関数と散布図・相関correlation・相関係数
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散布図：目的変数を縦（y）軸に説明変数を横（ｘ）軸に配置して、各データをプロットした図
回帰直線（曲線）：各データに最もフィットする直線（曲線）
回帰式：回帰直線（曲線）を関数で表した式



y = 4.5x + 20
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[グラフに数式を表示する]に
を入れると、 近似直線が

現れる
[グラフにR-2 乗値を表示す
る]に を入れると、確から
しさR2値が現れる
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y = 4.5x + 20
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y = -29.409x + 441.44

R² = 0.755
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50m走のタイムと幅跳び距離







y = 0.1592x - 13.723

R² = 0.6167
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幅跳び距離とボール投げ





y = 2.1694x + 0.3528

R² = 0.4241
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握力と20mシャトルラン





相関係数ｒ

相関係数r 判断

0.9～ 極めて強い正の相関

0.7～0.9 強い正の相関

0.4～0.7 正の相関

0.2～0.4 弱い正の相関

0～0.2 ほとんど相関なし

相関係数r 判断

-0.9～ 極めて強い負の相関

-0.7～-0.9 強い負の相関

-0.4～-0.7 負の相関

-0.2～-0.4 弱い負の相関

0～-0.2 ほとんど相関なし

・相関関係（正の相関・負の相関・相関なし）
・相関の有無は散布図、強弱は相関係数
・相関係数と相関の強弱の目安
・相関係数が1、-1 の場合完全相関
・相関係数 r =（x,yの共分散）/（xの標準偏差＊yの標準偏差）の立式は数学で･･･



相関係数ｒ

50m走のタイムと幅跳びの飛距離の相関係数r=-0.87
判断･･･「50m走のタイムと幅跳びの飛距離には、強い負の相関がある」と言える
因果ではない･･･「50m走が速ければ、結果として幅跳びの距離が出る」とは言えない

幅跳び距離とボール投げ相関係数r=0.79
判断･･･「幅跳び距離とボール投げには、強い正の相関がある」と言える
因果ではない･･･「幅跳び距離が延びれば、結果としてボール飛距離が出る」とは言えない

握力と20mシャトルランの相関係数r=0.65
判断･･･「握力と20mシャトルランには、正の相関がある」と言える
因果ではない･･･「握力が強ければ、結果としてシャトルラン回数が出る」とは言えない



Pythonによる分析は別項
https://strnun.fool.jp/pov-ray_strnun/on_demandPDF/Python_2023-full.pdf

https://strnun.fool.jp/pov-ray_strnun/on_demandPDF/Python_2023-full.pdf
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